
(57)【要約】

【課題】　安全規格やノイズを考慮した小型の電子レン

ジ用マグネトロンを提供する。

【解決手段】　電子レンジ用マグネトロン１０は、フィ

ルターケース１１内に一対のチョークコイル１６，１７

を備え、フィルターケース１１の内面の高さＨ１が３５

～４５ｍｍに設定され、空芯型インダクタンス２５の外

径ｄ３が５．５～７．５ｍｍに形成され、高周波吸収部

材２７の断面積Ｓが５～１６ｍｍ2に設定されている。

この電子レンジ用マグネトロン１０は、コンデンサ端子

１５Ａ，１５Ｂとフィルターケース１１間の静電容量を

５００～７００ｐＦと大きくしたものである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ィ ル タ ー ケ ー ス 内 に 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス お よ び 巻 線 の 内 部 に 高 周 波 吸 収 部 材 を 有
す る コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス を 直 列 に 接 続 し た 一 対 の チ ョ ー ク コ イ ル を 備 え 、 一 対 の チ ョ ー
ク コ イ ル の 各 一 端 を 一 対 の 陰 極 入 力 導 線 に そ れ ぞ れ 接 続 す る と と も に 、 一 対 の チ ョ ー ク コ
イ ル の 各 他 端 を コ ン デ ン サ の 一 対 の 端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 し た マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、
　 前 記 フ ィ ル タ ー ケ ー ス 内 面 の 高 さ を ３ ５ ～ ４ ５ ｍ ｍ に 設 定 し 、
　 前 記 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 を ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ ｍ 、 前 記 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス の
高 周 波 吸 収 部 材 の 断 面 積 を ５ ～ １ ６ ｍ ｍ 2 に 設 定 し 、
　 前 記 コ ン デ ン サ の 端 子 と 前 記 フ ィ ル タ ー ケ ー ス と の 間 の 静 電 容 量 を ５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｐ Ｆ
確 保 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 レ ン ジ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 レ ン ジ に 用 い ら れ る マ グ ネ ト ロ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス ５ ０ 内 に
チ ョ ー ク コ イ ル ５ １ を 備 え 、 チ ョ ー ク コ イ ル ５ １ の 一 端 ５ １ Ａ を 陰 極 入 力 導 線 ５ ２ に 接 続
し 、 チ ョ ー ク コ イ ル ５ １ の 他 端 ５ １ Ｂ を コ ン デ ン サ ５ ３ の 端 子 ５ ３ Ａ に 接 続 し 、 コ ン デ ン
サ ５ ３ を フ ィ ル タ ー ケ ー ス ５ ０ の 側 壁 に 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 チ ョ ー ク コ イ ル ５ １ は 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス ５ ５ と 、 巻 き 線 の 内 部 に 棒 状 の 高 周 波 吸
収 部 材 （ フ ェ ラ イ ト コ ア ） ５ ７ を 有 す る コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス ５ ６ と が 直 列 に 接 続 さ れ る
こ と に よ り 、 チ ョ ー ク コ イ ル ５ １ に お け る 巻 線 の 絶 縁 被 覆 が 焼 損 し て 絶 縁 不 良 を 起 こ し た
り 、 フ ェ ラ イ ト コ ア ５ ７ の ク ラ ッ ク を 生 じ る と い う 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る も の で あ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ５ ７ － １ ７ ３ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 電 子 レ ン ジ の 庫 内 を 広 く 確 保 す る た め に 、 小 型 化 の 要 求
が 強 く 、 こ の 要 求 に 対 応 す る た め 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス ５ ０ の 高 さ が 低 い マ グ ネ ト ロ ン が 必
要 と さ れ て い る 。 し か し 、 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 安 全 規 格 を 満 た す た め に 、 チ ョ
ー ク コ イ ル ５ １ か ら フ ィ ル タ ー ケ ー ス ５ ０ ま で の 距 離 を 規 定 値 以 上 確 保 す る 必 要 が あ る 。
ま た 、 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 工 業 用 マ グ ネ ト ロ ン と は 異 な り 、 ノ イ ズ に 対 す る 制
約 が 厳 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 マ グ ネ ト ロ ン は 、 構 造 が 複 雑 な 空 間 内 部 で 高 周 波 を 発 生 さ せ る も の で あ る た め 、 シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 結 果 （ 自 由 空 間 ） と 実 験 結 果 と が 大 き く 異 な る 。 つ ま り 、 小 型 化 し た 場 合 の 影
響 を 予 測 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 安 全 規 格 や ノ イ ズ を 考 慮 し た 小 型 の 電 子
レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス 内 に 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス
お よ び 巻 線 の 内 部 に 高 周 波 吸 収 部 材 を 有 す る コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス を 直 列 に 接 続 し た 一 対
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の チ ョ ー ク コ イ ル を 備 え 、 一 対 の チ ョ ー ク コ イ ル の 各 一 端 を 一 対 の 陰 極 入 力 導 線 に そ れ ぞ
れ 接 続 す る と と も に 、 一 対 の チ ョ ー ク コ イ ル の 各 他 端 を コ ン デ ン サ の 一 対 の 端 子 に そ れ ぞ
れ 接 続 し た マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、 前 記 フ ィ ル タ ー ケ ー ス の 内 面 の 高 さ を ３ ５ ～ ４ ５ ｍ ｍ
に 設 定 し 、 前 記 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 を ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ ｍ 、 前 記 コ ア 型 イ ン ダ ク
タ ン ス の 高 周 波 吸 収 部 材 の 断 面 積 を ５ ～ １ ６ ｍ ｍ 2 に 設 定 し 、 前 記 コ ン デ ン サ の 端 子 と 前
記 フ ィ ル タ ー ケ ー ス と の 間 の 静 電 容 量 を ５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｐ Ｆ 確 保 す る よ う に 構 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス を コ ン パ ク ト 化 で き る 。 ま た 、 チ ョ ー ク コ イ ル の
形 状 を 小 さ く 抑 え る こ と に よ り 、 チ ョ ー ク コ イ ル か ら フ ィ ル タ ー ケ ー ス ま で の 距 離 を 規 格
値 分 確 保 で き る 為 、 安 全 規 格 を 満 た す こ と が で き る 。 加 え て 、 ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｈ
ｚ の 周 波 数 帯 の ノ イ ズ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 通 常 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン の 設 計 に お い て は 、 ノ イ ズ 発 生 と い う 問 題 を 避 け る 為
、 チ ョ ー ク コ イ ル の サ イ ズ を 変 更 す る こ と は 行 わ れ な い が 、 本 発 明 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ
ト ロ ン は 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス の 寸 法 や コ ン デ ン サ の 端 子 と フ ィ ル タ ー ケ ー ス と の 間 の 静 電
容 量 と ノ イ ズ の 関 係 と い う 新 た な 知 見 に 基 づ き 、 安 全 規 格 を 満 た し な が ら 、 小 型 化 を 実 現
し 、 ノ イ ズ の 低 減 を 可 能 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 電 子 レ ン ジ は 、 本 発 明 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン の 小 型 化 が 図 れ 、 さ ら に 安 全 規 格 を 満 た し
、 加 え て ノ イ ズ を 低 減 で き る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ （ 以 下 、
単 に 「 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ 」 と 記 載 す る ） は 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ を 備 え 、 フ ィ ル タ ー ケ
ー ス １ １ の 側 壁 １ ３ に コ ン デ ン サ １ ５ を 備 え 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ 内 に 一 対 の チ ョ ー ク
コ イ ル １ ６ ， １ ７ を 備 え る 。 チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ お よ び コ ン デ ン サ １ ５ は 、 い わ ゆ
る Ｌ Ｃ フ ィ ル タ ー 回 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ２ の 天 井 部 １ ４ 中 央 に 陰 極 入 力 部 １ ８ を 設 け 、
側 壁 １ ３ の 中 央 に コ ン デ ン サ １ ５ を 設 け 、 ケ ー ス 本 体 １ ２ の 開 口 を 蓋 体 ２ ０ で 密 閉 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 コ ン デ ン サ １ ５ は フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ 内 に 一 対 の コ ン デ ン サ 端 子 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ を 突
出 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 陰 極 入 力 部 １ ８ は 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ 内 に 一 対 の 陰 極 入 力 導 線 １ ８ Ａ ， １ ８ Ｂ を 突
出 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 蓋 体 ２ ０ は 、 ケ ー ス 本 体 １ ２ の 開 口 周 壁 に 嵌 め 込 み 可 能 な 嵌 合 周 壁 ２ １ を 備 え 、 嵌 合 周
壁 ２ １ で 囲 わ れ た 膨 出 部 ２ ２ を 下 方 へ 膨 出 さ せ 、 膨 出 部 ２ ２ を 嵌 合 周 壁 ２ １ の 下 端 部 ２ １
Ａ と 略 面 一 に 形 成 し た も の で あ る 。 膨 出 部 ２ ２ を 嵌 合 周 壁 ２ １ の 下 端 部 ２ １ Ａ と 略 面 一 に
形 成 す る こ と で 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ の 内 面 の 高 さ Ｈ １ が ３ ５ ～ ４ ５ ｍ ｍ に 設 定 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 対 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ の う ち 、 一 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ は 、 空 芯 型 イ ン ダ
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ク タ ン ス ２ ５ と 、 巻 き 線 の 内 部 に 棒 状 の 高 周 波 吸 収 部 材 （ す な わ ち 、 フ ェ ラ イ ト コ ア ） ２
７ を 有 す る コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ６ と を 直 列 に 接 続 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ は 、 一 端 １ ６ Ａ を 一 方 の 陰 極 入 力 導 線 １ ８ Ａ に 接 続 し 、 他 端
１ ６ Ｂ を 一 方 の コ ン デ ン サ 端 子 １ ５ Ａ に 接 続 し た も の で あ る 。 な お 、 一 端 １ ６ Ａ は 、 空 芯
型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ５ 側 の 端 部 で 、 他 端 １ ６ Ｂ は 、 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ６ 側 の 端 部 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ５ は 、 銅 材 か ら な る 巻 線 ２ ８ を コ イ ル 状 に
疎 巻 き し た も の で 、 内 径 ｄ １ が ２ ． ５ ～ ４ ． ５ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 空 芯 型 イ ン ダ
ク タ ン ス ２ ５ は 、 巻 線 ２ ８ の 線 径 ｄ ２ が １ ． ４ ｍ ｍ で あ り 、 外 径 ｄ ３ が ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ
ｍ と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ６ は 、 銅 材 か ら な る 巻 線 ２ ８ を 高 周 波 吸 収
部 材 ２ ７ に コ イ ル 状 に 巻 き 付 け る こ と で 、 内 部 に 高 周 波 吸 収 部 材 ２ ７ を 有 す る 。 こ の 高 周
波 吸 収 部 材 ２ ７ は 、 断 面 積 Ｓ が ５ ～ １ ６ ｍ ｍ 2 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の コ ア 型 イ ン ダ ク タ
ン ス ２ ６ は 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ５ と 同 様 に 、 外 径 ｄ ３ が ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ ｍ と 小 径
に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 す 一 対 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ の う ち 、 他 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ７ は 、 一
端 １ ７ Ａ を 他 方 の 陰 極 入 力 導 線 １ ８ Ｂ に 接 続 し 、 他 端 １ ７ Ｂ を 他 方 の コ ン デ ン サ 端 子 １ ５
Ｂ に 接 続 し た も の で あ る 。 な お 、 他 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ７ は 、 一 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １
６ と 線 対 称 の 部 材 で あ り 、 他 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ７ に 一 方 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ の 構 成
部 材 と 同 一 の 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 対 の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ の 外 径 ｄ ３ を ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ ｍ と 小 径 に す る こ と で
、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ の 内 面 の 高 さ Ｈ １ を ３ ５ ～ ４ ５ ｍ ｍ に 小 さ く 設 定 し て も 、 チ ョ ー
ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ と フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ の 天 井 部 １ ４ と の 距 離 Ｈ ２ （ 図 １ 参 照 ） を 規
格 値 １ ４ ． ５ ｍ ｍ 以 上 に 確 保 で き 、 か つ 、 チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ と 蓋 体 ２ ０ の 膨 出 部
２ ２ と の 距 離 Ｈ ３ （ 図 １ 参 照 ） が 規 格 値 １ ４ ． ５ ｍ ｍ 以 上 に 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ の 内 面 の 高 さ を ４ ０ ｍ ｍ 、 高 周 波 吸 収 部 材 （ フ ェ ラ イ ト コ ア ） ２
７ の 径 を φ ３ ． ０ ｍ ｍ 、 イ ン ダ ク タ ン ス を １ μ Ｈ 確 保 し た フ ィ ル タ ー 回 路 に お け る 、 コ ン
デ ン サ 端 子 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ と フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ と の 間 の 静 電 容 量 に 対 す る ４ ０ ０ Ｍ Ｈ
ｚ 帯 域 の ノ イ ズ の 減 衰 量 の 変 化 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に お い て 、 通 常 （ 従 来 ） の マ グ ネ ト ロ
ン は 、 コ ン デ ン サ 端 子 と フ ィ ル タ ー ケ ー ス と の 間 の 静 電 容 量 が ３ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ｐ Ｆ で あ る
が 、 静 電 容 量 を ５ ０ ０ ｐ Ｆ 以 上 と す る こ と に よ り ノ イ ズ の 減 衰 量 が 増 加 す る こ と が 分 か る
。 し か し 、 静 電 容 量 が ７ ５ ０ ｐ Ｆ 以 上 で は 、 マ グ ネ ト ロ ン に 通 電 し た 際 （ 動 作 時 ） に コ ン
デ ン サ か ら 振 動 音 （ 俗 に 言 う 電 歪 音 ） が 発 生 し 、 実 使 用 上 好 ま し く な い た め 、 最 適 な 静 電
容 量 は ５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｐ Ｆ と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ は 、 コ ン デ ン サ 端 子 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ と フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ に
お い て 、 静 電 容 量 を ５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｐ Ｆ 確 保 す る た め に 、 コ ン デ ン サ １ ５ の 誘 電 体 材 質 の
誘 電 率 ε を 向 上 し て 静 電 容 量 を 向 上 す る よ う に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ン デ ン サ 静 電 容 量 の 向 上 に よ り 更 に ４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の 周 波 数 に お い て 、 空 間
波 ノ イ ズ の 発 生 を 抑 え 、 ノ イ ズ の 低 減 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は マ グ ネ ト ロ ン １ ０ の ノ イ ズ 低 減 を 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。 図 １ ５ は 従 来 の
マ グ ネ ト ロ ン の ノ イ ズ 低 減 を 説 明 す る た め の グ ラ フ で あ る 。 図 ６ 及 び 図 １ ５ の グ ラ フ は 縦
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軸 が ノ イ ズ の 減 衰 量 を 示 し 、 横 軸 が 周 波 数 を 示 す 。 図 １ ５ の グ ラ フ に よ れ ば 、 従 来 の マ グ
ネ ト ロ ン で は 、 ４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の 周 波 数 に お い て 、 空 間 波 ノ イ ズ が 約 ５ ０ ｄ Ｂ 減
衰 し て い る の に 対 し 、 図 ６ の グ ラ フ に よ れ ば 、 本 実 施 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン で は 、 ４ ０ ０ ～
７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の 周 波 数 に お い て 、 空 間 波 ノ イ ズ が 約 ６ ０ ｄ Ｂ 減 衰 し て い る こ と が わ か る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 前 記 し た コ ン デ ン サ の 静 電 容 量 に よ る ノ イ ズ 減 衰 効 果 が 顕 著 な 周 波 数 帯 に お い て
、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 寸 法 と ノ イ ズ レ ベ ル と の 関 係 に つ い て 確 認 し た 。 図 ７ 及 び
図 ８ は 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 寸 法 変 化 時 の 空 間 波 ノ イ ズ レ ベ ル （ ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 及
び ７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） を 示 す 。 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す グ ラ フ は 、 縦 軸 が ノ イ ズ レ ベ ル を 示 し 、 横
軸 が 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 寸 法 を 示 す 。 従 来 の 外 径 ８ ． ０ ｍ ｍ の 場 合 と 比 較 し て 、
外 径 ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ ｍ に お い て 顕 著 な ノ イ ズ 改 善 効 果 が 得 ら れ る こ と が わ か る 。 な お 、
図 ７ 及 び 図 ８ は 、 ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 周 波 数 帯 の 両 端 に つ い て 示 し た も の で あ
る が 、 そ の 他 の 中 間 領 域 に お い て も 同 様 の ノ イ ズ 改 善 効 果 傾 向 が 見 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 出 力 １ ０ ０ ０ Ｗ の 電 子 レ ン ジ を 用 い て 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス １ １ の 幅 が ７ ０ ｍ ｍ ×
７ ０ ｍ ｍ で 、 そ れ ぞ れ フ ェ ラ イ ト コ ア ２ ７ の 径 寸 法 が 異 な る チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ を
備 え た マ グ ネ ト ロ ン １ ０ を 搭 載 し 、 ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 域 の ノ イ ズ 減 衰 量 を 確 認 し た 結 果 を 図
９ 及 び 図 １ ０ に 示 す 。 こ の と き の チ ョ ー ク コ イ ル １ ６ ， １ ７ は 、 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２
６ の フ ェ ラ イ ト コ ア ２ ７ に 線 径 １ ． ４ ｍ ｍ の 銅 材 を 巻 き 付 け 、 イ ン ダ ク タ ン ス は １ μ Ｈ を
確 保 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 、 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス ２ ６ の 内 部 の フ ェ ラ イ ト コ ア ２ ７ の 径 寸 法 に
お け る フ ィ ル タ ー ケ ー ス の 内 面 の 高 さ と ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 域 の ノ イ ズ 減 衰 量 と の 関 係 を 示 し
た も の で あ る 。 図 ９ は マ グ ネ ト ロ ン １ ０ に φ ２ ． ０ ｍ ｍ （ 断 面 積 ３ ． ５ ｍ ｍ 2 ） 、 φ ２ ．
５ ｍ ｍ （ 断 面 積 ４ ． ９ ｍ ｍ 2 ） 、 φ ３ ． ０ ｍ ｍ （ 断 面 積 ７ ． １ ｍ ｍ 2 ） の 径 寸 法 の フ ェ ラ イ
ト コ ア ２ ７ を 使 用 し た と き の グ ラ フ で あ り 、 図 １ ０ は 、 マ グ ネ ト ロ ン １ ０ に φ ３ ． ５ ｍ ｍ
（ 断 面 積 ９ ． ６ ｍ ｍ 2 ） 、 φ ４ ． ０ ｍ ｍ （ １ ２ ． ６ ｍ ｍ 2 ） 、 φ ４ ． ５ ｍ ｍ （ 断 面 積 １ ５ ．
９ ｍ ｍ 2 ） の 径 寸 法 の フ ェ ラ イ ト コ ア ２ ７ を 使 用 し た と き の グ ラ フ で あ る 。 な お 、 図 ９ 及
び 図 １ ０ に 示 す グ ラ フ は 、 縦 軸 が ノ イ ズ の 減 衰 量 を 示 し 、 横 軸 が フ ィ ル タ ー ケ ー ス の 内 面
の 高 さ 寸 法 を 示 し た も の で あ り 、 従 来 の マ グ ネ ト ロ ン （ フ ェ ラ イ ト コ ア の 径 寸 法 ５ ． ０ ｍ
ｍ 、 断 面 積 １ ９ ． ６ ｍ ｍ 2 ） に お け る ノ イ ズ 量 を 基 準 値 （ 減 衰 量 ０ レ ベ ル ） と し て 、 各 フ
ェ ラ イ ト コ ア の 径 寸 法 に お け る ノ イ ズ 量 を 減 衰 量 と し て グ ラ フ 化 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ の グ ラ フ に よ れ ば 、 フ ェ ラ イ ト コ ア の 径 寸 法 が φ ２ ． ５ ｍ ｍ ～ φ ４ ． ５
ｍ ｍ （ 断 面 積 換 算 は 略 ５ ～ １ ６ ｍ ｍ 2 ） で 、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス の 内 面 の 高 さ が ３ ５ ｍ ｍ ～
４ ５ ｍ ｍ の 範 囲 に お い て ノ イ ズ 減 衰 量 が 向 上 し て い る こ と が 分 か る 。 最 大 の 効 果 が 得 ら れ
た の は 、 フ ェ ラ イ ト コ ア の 径 寸 法 が ３ ． ０ ｍ ｍ （ 断 面 積 換 算 は 略 ７ ｍ ｍ 2 ） で フ ィ ル タ ー
ケ ー ス の 内 面 の 高 さ が ４ ０ ｍ ｍ の 場 合 に ８ ． ５ ｄ Ｂ 減 衰 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の 周 波 数 に お い て 空 間 波 ノ イ ズ を
減 衰 さ せ た こ と に つ い て 説 明 し た が 、 本 実 施 の 形 態 の マ グ ネ ト ロ ン １ ０ に よ れ ば 、 １ ０ ０
ｋ Ｈ ｚ ～ ３ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 周 波 数 帯 の ノ イ ズ （ ラ イ ン ノ イ ズ ） も 低 減 で き る こ と が 確 認 で き た
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 、 チ ョ ー ク コ イ ル が 図 １ １ に 示 す 形 状 （ コ ア 型
イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 と 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 と が 同 一 ） の 場 合 に つ い て 説 明 し た
が 、 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 が ５ ． ５ ～ ７ ． ５ ｍ ｍ で あ り 、 か つ 、 高 周 波 吸 収 部 材 の
断 面 積 が ５ ～ １ ６ ｍ ｍ 2 で あ れ ば 、 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に 、 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 が 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 よ り 大 き く て も 良 い し 、
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図 １ ３ に 示 す よ う に 、 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 を 段 階 的 に 変 化 さ せ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 小 型 化 が 図 れ 、 さ ら に 安 全 規 格 を 満 た し 、 加 え て ノ イ ズ を 低 減 で き る 効 果 を
有 し 、 電 子 レ ン ジ に 用 い ら れ る マ グ ネ ト ロ ン 等 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る マ グ ネ ト ロ ン を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ 矢 視 図
【 図 ４ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図
【 図 ５ 】 コ ン デ ン サ 端 子 と フ ィ ル タ ー ケ ー ス と の 間 の 静 電 容 量 に 対 す る ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 域
の ノ イ ズ 減 衰 量 を 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る マ グ ネ ト ロ ン の ノ イ ズ の 減 衰 量 を 示 す グ ラ フ
【 図 ７ 】 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 変 化 時 の 空 間 波 ノ イ ズ レ ベ ル （ ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） を 示
す グ ラ フ
【 図 ８ 】 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径 変 化 時 の 空 間 波 ノ イ ズ レ ベ ル （ ７ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） を 示
す グ ラ フ
【 図 ９ 】 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス の フ ェ ラ イ ト コ ア 径 寸 法 （ φ ２ ． ０ ｍ ｍ 、 φ ２ ． ５ ｍ ｍ 、
φ ３ ． ０ ｍ ｍ ） 変 化 時 の 空 間 波 ノ イ ズ レ ベ ル （ ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ０ 】 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス の フ ェ ラ イ ト コ ア 径 寸 法 （ φ ３ ． ５ ｍ ｍ 、 φ ４ ． ０ ｍ ｍ
、 φ ４ ． ５ ｍ ｍ ） 変 化 時 の 空 間 波 ノ イ ズ レ ベ ル （ ４ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） を 示 す グ ラ フ
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る チ ョ ー ク コ イ ル の 形 状 を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る チ ョ ー ク コ イ ル の 他 の 形 状 を 示 す 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る チ ョ ー ク コ イ ル の 他 の 形 状 を 示 す 図
【 図 １ ４ 】 従 来 の マ グ ネ ト ロ ン を 示 す 断 面 図
【 図 １ ５ 】 従 来 の マ グ ネ ト ロ ン の ノ イ ズ の 低 減 量 を 示 す グ ラ フ
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ 　 マ グ ネ ト ロ ン
　 １ １ 　 フ ィ ル タ ー ケ ー ス
　 １ ５ 　 コ ン デ ン サ
　 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ 　 コ ン デ ン サ 端 子
　 １ ６ ， １ ７ 　 チ ョ ー ク コ イ ル
　 １ ６ Ａ ， １ ７ Ａ 　 チ ョ ー ク コ イ ル の 一 端
　 １ ６ Ｂ ， １ ７ Ｂ 　 チ ョ ー ク コ イ ル の 他 端
　 １ ８ Ａ ， １ ８ Ｂ 　 陰 極 入 力 導 線
　 ２ ２ 　 蓋 体
　 ２ ５ 　 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス
　 ２ ６ 　 コ ア 型 イ ン ダ ク タ ン ス
　 ２ ７ 　 高 周 波 吸 収 部 材
　 ｄ １ 　 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 内 径
　 ｄ ２ 　 巻 線 の 線 径
　 ｄ ３ 　 空 芯 型 イ ン ダ ク タ ン ス の 外 径
　 Ｈ １ 　 フ ィ ル タ ー ケ ー ス の 内 面 の 高 さ
　 Ｓ 　 高 周 波 吸 収 部 材 の 断 面 積
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